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本
年
度
も
、
西
建
協
の
上
部
団
体
に
な
り
ま
す

三
多
摩
建
設
業
連
合
会
に
て
、
災
害
被
災
の
復
興

状
況
視
察
、
地
元
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
十
一
月
十

三
日
～
十
五
日
、
石
川
県
輪
島
市
等
能
登
半
島
の

視
察
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
の
で
報
告
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会 

令
和
七
年
度 

 

災
害
被
災
地
視
察
研
修 

開
催
報
告 

去
る
十
一
月
十
三
日
～
十
五
日
に
お
い
て
、
三

多
摩
建
設
業
連
合
会
と
し
て
、
災
害
被
災
地
視
察

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
視
察
研
修
は
、
日
本
各
地
に
て
発
生
し
て

い
る
災
害
に
お
い
て
、
被
災
か
ら
の
復
興
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
地
元
建
設
業
者
の
方
々
の
実
体

験
や
ご
意
見
を
見
聞
き
し
て
、
今
後
予
想
さ
れ
る

多
摩
地
域
で
の
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
地
元
の
建
設
業

者
と
し
て
、
見
識
を
深
め
る
有
意
義
な
視
察
に
な

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
石
川
県
輪
島
市
を
中
心
と

し
た
能
登
半
島
地
域
へ
、
令
和
六
年
一
月
一
日
発

生
し
た
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
、

復
興
状
況
の
視
察
に
訪
問
し
ま
し
た
。 

能
登
半
島
は
、
本
州
中
央
部
、
石
川
県
の
北
部

に
位
置
し
、
日
本
海
に
大
き
く
突
き
出
た
日
本
海

側
最
大
の
半
島
な
り
ま
す
。
地
形
は
、
主
に
標
高

３
０
０
〜
４
０
０
ｍ
の
低
山
や
丘
陵
地
で
構
成

さ
れ
、
海
岸
線
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
冬
季
の

荒
波
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
岩
礁
海
岸
や
急
峻

な
崖
が
特
徴
で
す
。
今
回
、
能
登
里
山
空
港
ま
で

空
路
に
て
移
動
し
ま
し
た
が
、
上
空
か
ら
見
る
能

登
半
島
の
景
色
は
、
自
然
の
中
に
集
落
が
点
在
し

て
い
る
も
の
で
し
た
。 

現
地
で
は
初
め
に
、
国
交
省
北
陸
地
方
整
備
局

能
登
復
興
事
務
所
の
担
当
者
の
方
に
、
「
能
登
半

島
地
震
を
学
ぶ
旅
」
と
し
て
、
震
災
発
生
時
お
よ 

び
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け
る
建
設
業
の
連
携
・

役
割
な
ど
の
講
義
を
う
け
ま
し
た
。
主
に
国
交
省

が
権
限
代
行
に
て
災
害
復
旧
を
し
て
い
る
国
道

２
４
９
号
線
沿
岸
部
等
の
状
況
の
説
明
を
う
け

ま
し
た
。
本
国
道
は
能
登
半
島
沿
岸
部
を
周
回
す

る
半
島
主
要
道
路
に
な
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
崩

落
、
沿
岸
部
の
崖
崩
落
な
ど
複
数
個
所
で
の
大
規

模
崩
落
の
復
旧
作
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
復

旧
工
事
途
中
で
の
令
和
六
年
九
月
の
豪
雨
災
害

で
の
再
び
の
被
害
な
ど
困
難
な
状
況
を
乗
り
越

え
て
の
応
急
復
旧
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
説
明
や
、
県

外
か
ら
の
重
機
遠
隔
操
縦
で
の
復
旧
作
業
説
明

な
ど
、
国
交
省
な
ら
で
は
の
説
明
は
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
に
は
、
地
元
の
一
般
社
団
法
人
鳳
輪
建
設
業

協
会
役
員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
地
元
業
者
の
方
の
現
場
か
ら
の
体
験
談

は
、
私
た
ち
連
合
会
会
員
に
も
通
じ
た
貴
重
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
災
害
時
の
安
否
確
認
手

段
の
構
築
や
、
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

が
使
え
な
い
状
態
で
の
対
応
の
話
な
ど
は
、
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
国
や

地
域
な
ど
立
場
の
違
う
方
た
ち
と
の
交
流
は
、
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

半
島
を
貫
く
限
ら
れ
た
幹
線
道
路
や
、
山
林
の

中
に
点
在
す
る
集
落
な
ど
能
登
半
島
特
有
の
事

情
下
で
の
復
旧
工
事
は
、
他
の
地
域
と
は
ま
た
違

っ
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
西
多
摩
地
域
も
多
く

の
山
林
抱
え
て
い
ま
す
の
で
、
伺
っ
た
話
は
、
参

考
し
て
今
後
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

 

最
後
に
今
回
の
視
察
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
、
（
一
社
）
鳳
輪
建
設
業
協

会
様
、
視
察
研
修
開
催
に
あ
た
り
助
成
を
頂
き
ま

し
た
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
に
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
経
験
を
地
域
の
災
害

対
応
に
役
立
て
、
い
ざ
と
い
う
時
頼
れ
る
建
設
業

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。 

令
和
七
年
度 

第
二
十
回
西
多
摩
地
区 

建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
修(

講
演)

・
総
会 

開
催
報
告 

 
 

令
和
七
年
十
一
月
六
日
、
あ
き
る
野
市
五
日
市
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、

令
和
七
年
度 

第
二
〇
回 

西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議

会 

研
修(

講
演)

・
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修(

講
習)

・
総
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
警
視
庁
五

日
市
警
察
署
署
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
警
視
庁･

青
梅
警
察
署･

福
生
警

察
署･

五
日
市
警
察
署
の
刑
事
組
織
犯
罪
対
策
課
の
皆
様
方
、
ご
来
賓
に

あ
き
る
野
市
長
中
嶋
博
幸
様
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
出
戸
剛
様
、
暴

力
団
追
放
都
民
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
𠮷
森
裕
次
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
研
修(

講
習)

で
は
、
初
め
に
『
反
社
会
的
勢
力
排
除
の
対
応

策
』
と
題
し
た
映
像
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
暴
力
団
に
よ
る
様
々
な
犯

罪
の
手
口
を
題
材
と
し
た
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
内
容
で
し
た
。
普
段
か
ら

準
備
す
る
べ
き
、”
平
時
対
応
”
そ
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、”

有
事
対
応
”
さ
ら
に
、
社
内
に
反
社
会
的
勢
力
を
入
れ
な
い
、”
企
業
内

暴
排
”
こ
の
３
つ
の
視
点
か
ら
の
内
容
で
し
た
。 

次
に 

警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策
部 

暴
力
団
対
策
課 

稲
田
勇
治
様
よ

り
『
暴
力
団
情
勢
と
反
社
会
勢
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て
』
と
い
う
題
材

で
ご
講
和
頂
き
ま
し
た
。 

近
年
、
暴
対
法
に
よ
り
暴
力
団
構
成
員
と
準
構
成
員
の
数
は
都
内
で

約
３
，
０
０
０
人
と
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の
事
で
し
た
。
た

だ
し
、
暴
力
団
内
部
で
の
対
立
抗
争
は
依
然
継
続
し
て
お
り
注
意
が
必

要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
、
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
闇

売
屋
や
特
殊
詐
欺
な
ど
依
然
と
し
て
犯
罪
集
団(

通
称
半
グ
レ) 

に
よ

る
活
動
も
増
え
て
き
て
い
る
状
況
と
の
こ
と
で
し
た
。 

続
い
て
総
会
を
開
催
し
長
年
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
榎
森
厚
志
様
よ
り
、
本
年
度
か
ら
岩
浪
岳
史
様
に
会
長
を
務
め
い

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
暴
力
団
等
の
活
動
は

続
い
て
お
り
ま
す
。
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
最
新
の
情
報
を
得
て

状
況
共
有
を
行
い
、
警
察
及
び
協
議
会
会
員
の
み
な
さ
ま
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
継
続
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

    

輪島市内 被災状況視察 

 朝市通りの状況（地震後の火災にて被災） 

国交省北陸地方整備局能登

復興事務所との講義 

輪島市内  

一社団法人鳳輪建設業協会 

との意見交換会 

 

 

開催の様子 
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  １０ 月 実 施 事 業   

１０日 事業委員会 

１０日 災害対策安全委員会 

１７日 広報委員会３７５号編集 

２０日 総務委員会 

２１日 理事会 

 

  １１ 月 事 業 計 画  

６日 事業委員会 

６日 第２０回西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 

    研修会・総会 

８日 交流・親睦 BBQ 会場：T-ROCK-VILLAGE 

１０日 災害対策安全委員会 

１４日 広報委員会３７６号編集 

１７日 総務委員会 

１８日 理事会 

 

◇ あ と が き◇ 

わたしたち建設業は、地域の

安全と暮らしを支える重大な役割を担っています。 

今後も西多摩のは発展に力を尽くしてまいります。 

寒さが厳しい季節になります。現場では、引き続き安全

と健康管理に十分ご留意ください。 

次号も会員の皆様に役立つ情報をお届けできるように努

めて参ります。記載したい話題がございましたら、お気

軽に広報委員会までお寄せください。 

      ～広報委員会～ 

～令和７年度 西建協  

交流ＢＢＱ開催～ 

 
 去る、令和７年１１月８日において、西建

協会員の交流と親睦を図るＢＢＱ大会が開

催されました。当日は西多摩選出議員の方を

はじめとした皆様にお越しいただき、会員同

士の交流を図る貴重な機会となることが出

来ました。（下記は開催の様子写真です） 

 

  

 

 

 
 

去
る
、
五
月
二
十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
西
多

摩
建
設
業
協
会
第
五
回
通
常
総
会
に
て
、
令
和
七

年
、
八
年
度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紙

面
に
て
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
、
監
事
を
務
め
ま

す
、
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
新
宿
支
店
、
支
店
長

笹
谷
俊
太
様
よ
り
就
任
の
ご
挨
拶
を
本
紙
面
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

 

一
般
社
団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会
並
び
に

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
保
証
事
業
、
弊
社

グ
ル
ー
プ
の
事
業
等
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
１
９
年
振

り
に
新
宿
支
店
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
伴
い
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
会

に
お
い
て
監
事
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
私
は
生
ま
れ
・
育
ち
が
多
摩
地
域
（
残

念
な
が
ら
西
多
摩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が…

）
で
、

入
社
す
る
ま
で
多
摩
で
生
活
し
、
現
在
も
実
家
は

多
摩
地
域
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
多
摩

地
域
に
愛
着
が
あ
り
、
い
わ
ば
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
西
多
摩
地
区
を
担
当
す
る
新

宿
支
店
に
配
属
さ
れ
た
“
縁
”
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
、
「
地
域
の
安
全
・
安
心
の

守
り
手
」
で
あ
る
西
多
摩
建
設
業
協
会
会
員
の
皆

様
と
社
会
資
本
整
備
の
円
滑
な
推
進
の
一
翼
を

担
わ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
そ
の
社
会
資
本
整
備
の
円
滑
な
推
進

を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
前
払
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
の
青
梅
市
に
続
き
、
令
和7

年
度

よ
り
奥
多
摩
町
で
前
払
金
の
支
払
限
度
額
が
撤

廃
さ
れ
た
も
の
の
、
東
京
都
と
西
多
摩
地
域
を
含

め
た
自
治
体
の
多
く
が
、
前
払
金
の
支
払
い
に
限

度
額
を
設
け
て
い
る
な
ど
他
県
に
比
べ
て
脆
弱

で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

当
支
店
で
は
、
適
正
な
前
払
金
の
支
払
い
が
、 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社 

新
宿
支
店
へ
の
着
任
と 

監
事
就
任
の
ご
挨
拶 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社 

新
宿
支
店
長 

笹
谷
俊
太 

 

受
注
者
の
立
替
払
い
の
縮
減
と
金
融
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
る
こ
と
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
引
き
続

き
、
自
治
体
へ
の
前
払
金
の
支
払
限
度
額
の
見
直
し
の

働
き
か
け
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
わ
せ
ま
し
て
、
現
在
、
電
子
保
証
に
つ
い
て
も
、

東
日
本
管
内
の
都
県
の
な
か
で
は
、
東
京
都
の
み
が
未

導
入
で
、
ま
た
、
市
区
町
村
に
お
い
て
も
普
及
が
進
展

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
多
摩
地
区
の

自
治
体
で
は
、
電
子
契
約
の
導
入
に
あ
わ
せ
ま
し
て
、

電
子
保
証
の
一
体
的
な
運
用
を
模
索
し
て
い
る
箇
所
も

ご
ざ
い
ま
す
。
電
子
保
証
は
、
受
発
注
者
双
方
に
契
約

事
務
手
続
き
の
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。
普
及
に
向

け
て
、
連
携
し
た
発
注
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

弊
社
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
拝

聴
の
う
え
、
西
多
摩
建
設
業
協
会
が
関
与
す
る
「
担
い

手
確
保
・
育
成
」「
防
災
・
減
災
」
と
い
っ
た
取
り
組
み

に
対
す
る
助
成
、
講
習
会
へ
の
無
料
講
師
派
遣
な
ど
建

設
業
界
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
前
払
金
保
証
事
業
等
を
通
じ

て
公
共
事
業
の
円
滑
な
推
進
と
建
設
産
業
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ど
う
か
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設
業
協
会
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
任
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 


